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親子で考える──就職力で見る大学の選び方
　

身
延
山
大
学
は
、
日
蓮
宗
総
本
山
身

延
山
久
遠
寺
に
隣
接
し
た
地
で
、
日
蓮

聖
人
の
立
正
安
国
の
精
神
に
則
り
、

「
社
会
の
た
め
に
身
を
以
っ
て
尽
く
す

こ
と
の
で
き
る
」
人
材
を
育
成
し
て
き

た
。
仏
教
学
部
仏
教
学
科
の
中
に
日
蓮

学
専
攻
、
文
学
・
芸
術
専
攻
、
福
祉
学

専
攻
の
３
専
攻
を
設
置
し
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
、
１
学
年
の
定
員
が
30
名

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
少
人
数
教
育
だ
。

　

１
、
２
年
次
の
教
養
科
目
は
、
３
〜

４
人
で
編
成
さ
れ
る
基
礎
ゼ
ミ
で
ス
タ

ー
ト
す
る
。
ま
た
、
学
生
１
人
に
対
し

て
１
人
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
付
き
、
学
習
以
外
の
生
活
や
心
の

問
題
に
も
丁
寧
に
対
応
。
そ
れ
以
外
の

教
職
員
も
学
生
１
人
１
人
に
親
身
に
接

し
て
お
り
、
自
分
の
理
解
者
が
周
り
に

た
く
さ
ん
い
る
環
境
で
、
４
年
間
を
過

ご
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
、「
何
が
や
り
た
い
か
、

自
分
に
向
い
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
学
生
に
対
し
て
も
、
入
学

時
か
ら
見
守
っ
て
把
握
し
て
い
る
、
そ

の
性
格
や
考
え
方
、
家
庭
環
境
な
ど
を

ふ
ま
え
て
選
択
肢
を
提
案
す
る
な
ど
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
で

き
る
の
が
同
学
の
特
徴
だ
。
ま
た
、
入

学
時
に
は
内
向
的
だ
っ
た
学
生
で
も
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
や
実
習
形
式
で
主
体

的
に
学
ん
で
い
く
中
で
、
意
思
を
強
く

持
ち
、
発
言
も
積
極
的
に
で
き
る
な

ど
、
変
化
を
見
せ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、
彫
刻
や
音
楽
な
ど
の
演
習
を
通
じ

て
、
自
身
の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ

と
と
い
っ
た
特
性
に
気
づ
け
る
ケ
ー
ス

も
多
い
と
の
こ
と
。

　

そ
う
し
た
こ
と
の
成
果
が
、
３
年
連

続
で
達
成
し
て
い
る
「
就
職
率
１
０
０

％
」
だ
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
学

の
学
び
の
ベ
ー
ス
に
は
仏
教
の
教
え
が

あ
り
、
僧
侶
に
な
る
以
外
の
、
一
般
企

業
へ
の
就
職
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
間

教
育
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
蓮
宗
系
の
寺
院
関
連
や
福
祉
施

設
で
は
多
く
の
卒
業
生
が
活
躍
し
、
長

年
の
歴
史
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

あ
る
た
め
、
希
望
に
合
っ
た
就
職
先
を

見
つ
け
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。

　

専
攻
ご
と
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
内
容
も

手
厚
い
。
ま
ず
日
蓮
宗
の
僧
侶
に
な
る

に
は
、
僧
道
林
と
い
う
１
週
間
の
修

行
、
読
経
試
験
、
学
課
試
験
と
い
う
３

つ
の
関
門
が
あ
る
が
、
日
蓮
学
専
攻
で

僧
階
単
位
の
52
単
位
中
12
単
位
を
取
得

す
る
と
学
課
試
験
が
免
除
。
ま
た
、
同

学
内
で
入
寮
（
行
学
寮
、
本
院
寮
）
し

て
い
る
と
朝
夕
の
法
要
が
日
課
の
た

め
、
僧
道
林
が
免
除
さ
れ
る
。

　

福
祉
学
専
攻
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

外
で
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で

き
る
。
こ
の
研
修
を
修
了
後
に
福
祉
の

現
場
を
３
年
か
つ
５
４
０
日
以
上
経
験

す
れ
ば
、
在
学
中
に
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
を
受
験
で
き
る
が
、
そ
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
身
延
山
福
祉
会
の
施
設
で
行
え

る
た
め
、
学
業
と
両
立
し
や
す
い
。
そ

の
ほ
か
、
社
会
教
育
主
事
や
児
童
指
導

員
な
ど
の
任
用
資
格
も
取
得
可
能
。
行

政
に
勤
務
し
た
場
合
に
、
こ
う
し
た
任

用
資
格
が
あ
れ
ば
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
や
す
い
。

　

文
学
・
芸
術
専
攻
の
芸
術
領
域
で

は
、
仏
像
制
作
修
復
室
（
工
房
）
が
中

心
と
な
っ
て
ラ
オ
ス
の
世
界
遺
産
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
の
仏
像
修
復
を
手
が
け
て

お
り
、
学
部
生
も
毎
年
現
地
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
。
国
際
貢
献
と
実
際
の

修
復
を
経
験
し
、
卒
業
後
に
仏
師
と
し

て
起
業
し
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、
同
専

攻
の
文
学
領
域
で
は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
や
仏
教
音
楽
、
歴
史
な
ど
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
備
え
、
身
近
な
文
化
や
生
活

に
溶
け
込
む
宗
教
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

●
担
当
者
か
ら
の
声木

村 

中
一 

教
授

　

就
職
率
１
０
０
％
の
実
現
に
は
、
地

域
と
の
交
流
や
理
解
も
欠
か
せ
な
い
要

素
で
す
。
た
と
え
ば
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
空
き
店
舗
を
有
効
活
用

し
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
運
営
。
認
知

症
関
連
の
交
流
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
支
援
な
ど
も
開
催
し
、
地
域
に

波
及
す
る
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

附
属
身
延
山
高
等
学
校
が
あ
り
、
そ
ち

ら
も
小
規
模
か
つ
家
族
的
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中

で
、
中
学
で
は
不
登
校
だ
っ
た
よ
う
な

生
徒
も
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
、
再

び
学
校
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
本
学
に
進
学
し
て
福
祉

学
専
攻
で
学
び
、
地
域
の
福
祉
施
設
に

就
職
・
貢
献
す
る
例
も
た
い
へ
ん
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動

が
注
目
さ
れ
、
地
元
企
業
か
ら
も
工
場

勤
務
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
本
学
卒
業

生
を
迎
え
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
協

定
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

１
対
１
で
生
活
や
心
の
問
題
に
対
応

「
日
蓮
宗
」「
福
祉
学
」「
文
学・芸
術
」

３
専
攻
で
開
け
る
多
様
な
未
来

１
学
年
30
名
の
少
人
数
教
育
と
家
族
的
な

見
守
り
で
３
年
連
続
、就
職
率
１
０
０
％
を
達
成

身
延
山
大
学

身延山大学
では僧侶資
格のほかに
も、さまざまな
資格取得を
めざすことが
できる。たと
えば、社会福
祉関連の仕
事では福祉学専攻を、博物館学芸
員では文学・芸術専攻を主専攻に
選ぶとよい。また、2020年度に生ま
れた文部科学省認定の新資格「社
会教育士」は、いずれの専攻でも取
得が可能。専門性を活かして地域
課題の解決に向け、地域住民を支
援するための資格。「行政や企業、
NPO、学校などで活躍が期待され
ます。たとえば、お寺を通じて地域に
学びの機会を提供したり、生涯教
育を推進していくような場面で役立
てられるため、本学の学生には取得
を勧めています」（木村教授）

注目の新資格「社会教育士」が
3専攻のいずれでも取得可能

大学独自で返済不要の奨
学金を多数用意。2022年
度には全国でも珍しいヤン
グケアラー向け奨学金制度
を新設した。
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本
学
は
１
学
年
30
名
と
、
全
国
で

も
学
生
数
の
少
な
い
大
学
で
あ
る
た

め
、
教
職
員
が
学
生
全
員
と
顔
の
見

え
る
関
係
性
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り

の
性
格
や
考
え
方
、
家
庭
環
境
ま
で

を
理
解
。
学
習
や
生
活
、
就
職
ま
で
、

家
族
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

３
年
連
続
で
就
職
率
１
０
０
％※

を

達
成
し
た
の
も
、
そ
の
表
れ
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
本
学
は
、
日
蓮
宗
総
本

山
身
延
山
久
遠
寺
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
１
５
５
６
年
開
設
の
仏
教
の
学

問
所
を
源
と
し
た
僧
道
教
育
が
時
代

に
合
わ
せ
て
形
を
変
え
、
１
９
９
５

年
に
仏
教
学
部
仏
教
学
科
の
４
年
制

大
学
へ
と
改
組
。
霊
験
あ
ら
た
か
な

こ
の
地
で
、
日
蓮
聖
人
の
立
正
安
国

の
精
神
に
則
り
、「
社
会
の
た
め
に

身
を
以
っ
て
尽
く
す
こ
と
の
で
き
る

人
」
を
育
み
続
け
て
い
ま
す
。

　　　　
「
日
蓮
学
専
攻
」
で
は
仏
教
思
想

や
歴
史
、
日
蓮
教
学
の
基
本
を
学
び
、

実
習
を
通
じ
て
僧
侶
と
し
て
の
生
活

様
式
を
修
得
。
一
般
企
業
へ
の
就
職

で
も
、
仏
教
の
教
え
を
ふ
ま
え
た
姿

勢
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
文
学
・
芸
術
専
攻
」
で
は
、
仏

教
を
理
解
し
た
上
で
仏
像
彫
刻
の
制

作
・
修
復
を
学
べ
ま
す
。
本
学
で
は

ラ
オ
ス
の
世
界
遺
産
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
の
仏
像
修
復
を
手
が
け
て
お
り
、

学
部
生
も
毎
年
現
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
。
国
際
貢
献
と
実
際
の
修

復
を
経
験
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
本
専

攻
に
は
２
０
２
３
年
度
よ
り
、
人
文

学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

歴
史
や
文
学
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

切
り
口
か
ら
仏
教
を
捉
え
、
映
画
や

音
楽
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
見
ら
れ
る
仏

教
的
要
素
に
も
着
目
。
博
物
館
学
芸

員
資
格
の
取
得
も
可
能
で
す
。

「
福
祉
学
専
攻
」
で
は
、
社
会
福
祉

士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
も
得
ら
れ

ま
す
。
仏
教
思
想
を
基
盤
と
し
て
心

の
問
題
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

科
目
を
備
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
寺

院
に
よ
る
福
祉
法
人
経
営
の
科
目
も

新
設
予
定
で
す
。

　　　　

日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
仏
教

に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
新

た
な
布
教
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
学

生
に
は
寺
院
経
営
の
新
た
な
形
や
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
仏
教
の
融
合
な

ど
、世
界
観
を
広
げ
、変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
仏
教
の
教
え
と
は
、
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
「
知
恵
」
を
獲

得
す
る
た
め
の
も
の
。
で
す
か
ら
、

先
行
き
不
安
な
現
代
で
は
そ
の
知
恵

が
必
ず
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
が
集

積
す
る
ボ
ダ
ナ
ー
ト
の
地
に
、
本
学

と
同
じ
く
、
寺
院
に
併
設
さ
れ
た
教

育
機
関
が
あ
り
、
世
界
中
か
ら
熱
意

あ
る
学
生
を
多
数
集
め
て
い
ま
す
。

本
学
自
身
も
変
化
や
進
化
を
目
指
し
、

「
ぜ
ひ
こ
こ
で
学
び
た
い
」
と
い
う

熱
意
あ
る
学
生
の
期
待
に
応
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

T O P   I N T E R V I E W

もちづき・かいえ／ 1985年東京都立大学法学部卒
業、1990年立正大学大学院文学研究科仏教学専攻博
士課程単位取得満期退学。独ハンブルグ大学インド・
チベット歴史文化研究所客員研究員、立正大学仏教
学部非常勤講師、身延山大学仏教学部専任講師等を
経て2008年同教授に就任。2023年4月より現職。

望月 海慧　学長

1学部1学科、3専攻30人定員の徹底した少
人数教育では、1年次よりゼミ形式の授業を
数多く展開

問い合わせ先：身延山大学　https://www.min.ac.jp/

3
つ
の
専
攻
か
ら
副
専
攻
も
選
べ

複
眼
的
な
学
び
が
可
能

仏
教
の
教
え
で
あ
る「
知
恵
」で

社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
に

１
学
年
30
人
と
い
う「
小
さ
な
大
学
」な
ら
で
は

学
生
一
人
ひ
と
り
へ
の
手
厚
い
支
援
で
、就
職
率
１
０
０
％
を
達
成

身
延
山
大
学  
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※就職者2022年度19名、2021年度18名、2020年度15名
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